
現地在住ライターがリアルなパリをお届け

囲碁がきっかけで日本へ

école Sympaの特徴はどんなところですか？
　各教室にあるサロンスペースが自慢です。この
サロンは、いわば学校の“心”のような存在。生徒
さんが好きなだけ、家にいるようにくつろいで過
ごせる大切な場所なんです。授業後に1時間もお
しゃべりしていく方もいるんですよ。ここでは、先
生やスタッフ、そして生徒さんが、お茶やコーヒー
を片手に、フランスや旅先での思い出話に花を咲
かせています。

école Sympaはどのようにして生まれたので
すか？
　ソウルで出会ったフランス人のパスカル・コン
ベルシと一緒に学校を作りました。私はベルギー
出身で、囲碁の国内チャンピオンだったんです。
1988年と1991年にアマチュア世界囲碁選手権
に参加するため来日し、この国にすっかり魅了さ
れて住むことになり、フランス語を教え始めまし
た。自由にフランス語を教えたいという同じ夢を
持っていたパスカルとの出会いが、école Sympa
の誕生につながったんです。

開校の準備は大変でしたか？
　物件探しは一筋縄ではいきませんでした。 30
年前は「外国人だから」という理由で、最初から断
る不動産会社もあったんです。でも、日本人の友
人が助けてくれて、新高円寺の近くに最初の2DK
のアパートを借りることができました。生徒さん
が増えてからは、阿佐ヶ谷の一軒家に引っ越し、
2000年には自由が丘に2校目の学校をオープン。
その後、表参道では（場所を移すことにはなりまし

たが）、自宅のように温かい場所という私たちの 
理想にぴったりの庭付きの一軒家を見つけられま
した。

古雑誌が魔法の教材に

設立当初は、ご自身で教材を作っていたそうで
すね。
　はい。もちろん文法をしっかり教えることもで
きましたが、私たちは最初から、教えることの楽
しさと情熱をベースにした、生き生きとした授業
を大切にしていました。ある日、パスカルが学校
の近くの歩道で、紐でくくられた古雑誌を見つけ
たんです。そこから写真を切り抜き、厚紙に貼っ
て、テーマ別の写真コレクションを作りました。こ
れが、遊び心いっぱいの教材として大活躍してく
れたんです。この手作り教材が授業をより自由で
生き生きとしたものにしてくれました。
　そして、20年以上の経験を経て、私たちは独自
の公式教材「C’est Sympa 1～ 9」を作り、さらに
充実させました。これは、DELF（デルフ・フラン
ス語学力試験）のA1からB2までのステップを、日
本の生徒さんのペースに合わせてサポートするた
めに作られたものです。今は、この教材が私たち
のレッスンの中心になっています。

良いレッスンとはどんなものでしょうか？
　学校を始めた頃、パスカルと私にとっての良い
授業とは、生徒さん同士が楽しそうにおしゃべり
したり、笑い合い、笑顔で帰っていくことでした。
この考え方は今も変わりません。少人数で、和や
かでリラックスした雰囲気。今は、この温かい雰
囲気に加えて、しっかりとした指導法を取り入れ

ています。先生は「上から教える」のではなく、生
徒さんにそっと「寄り添い、導く」存在なんですよ。

先生は何人くらいいるんでしょうか？
　今は様々な経験を持つ12人の先生がいます。も
ちろん、これまでのキャリアや経験も大切ですが、
私たちが一番大切にしているのは、生徒さんに優
しく寄り添い、常に自分自身を高めようとする、情
熱を持った先生であることです。

これまでに大変なことはありましたか？
　30年間の大きな課題のひとつは、私たちの個性
である「Sympaらしさ」を失わずに成長していく
ことでした。プロフェッショナルでありつつ、自
然体な雰囲気は守る。授業を体系化しつつも、先
生方が自分らしさを自由に表現できる余地を残す
こと。これが私たちのチャレンジでしたね。

これからやってみたいことを聞かせてください
　フランス語を学べる場所が増えている中で、私
たちの最大の目標は、一人ひとりの生徒さんがオ
リジナルで豊かな語学体験ができるよう、質の高
い、温かいサービスを提供することです。これか
らも、集中講座やイベント、様々なアクティビティ
を通じて、生徒さんの成長をしっかり応援してい
きます！

Instagram  ＠ecolesympa_officiel
イベント  一日集中講座「フランス語マラソン」

開催日時：	 11月３日（月・祝日）	  
	 10:15-17:45（６時間レッスン）
場所：　阿佐ヶ谷校、表参道校、自由ヶ丘校、オンライン

アットホームなサロンで学ぶ
フランス語会話
今月は、東京の阿佐ヶ谷、表参道、自由が丘に教室を持つフランス語会話
学校「école Sympa（エコールサンパ）」の創設者の一人であるマルク・ 
ジヌさんにお話を伺いました。 1994年に誕生して以来、30年という長
い歴史を持つこの学校は、生徒さんが心からリラックスして、生きたフラ
ンス語を楽しく学べる場所を提供し続けています。この秋、フランス語の
勉強を始めてみたい方、再開したいと思っている方は必読です。

Français突撃インタビュー
今月のお客さま
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L'automne est le printemps de l'hiver
	 photo by Saori

マルク・ジヌ さん



わたくし ミ ュラン
マダム愛の

リにある５つ星を超えたレベルのパレス 
ホテルたち。その中でも絶⼤な⼈気を誇る

ホテルのひとつがパリの最⾼級エリアTriangle 
d’orに位置する「Four Seasons Hotel George 
V Paris」 。その中にあるラウンジ「Le Galerie」で
はアフタヌーンティー（LE TEA TIME “GEORGE 
V”/125ユーロ)を楽しめます。
　Laurent Perrierのシャンパンで始まる優雅
な時間。しかも最初の温かい料理たちはオマー
ル海⽼に⿊トリュフといった贅沢三昧。もう〜
これだけで満⾜できちゃうほど美味しい〜。
　その後に続々と出てくるあまーいものたち。
んがっ！　アフタヌーンティーといえば３段に
なったお⽫、みたいので出てくるイメージをし
ていた私は、ちょっと期待はずれでした。もち
ろん運ばれてくるデザートたち全て美味しいん
ですけどね。でも普通にデザートが運ばれてく
る感じで⼩さなお茶菓⼦ではなかったの。さら
に最後の締めがスコーンではなく、パン！だっ
たので、ぱ、ぱん？と友⼈と苦笑い。まあ、も

ちろんものすごーく美味しいパンだしジャムも
濃厚で美味しかったのですが、これはね、アフ
タヌーンティーではない。でもこんな宮殿みた
いな豪華な空間でゆっくりティータイムできる
のは素晴らしいし、シャンパンだけでも30ユー
ロ以上するこちらのラウンジではこの料⾦でこ
んなにもフルコースで楽しめるのはお得だと思
います。せっかくパリにいるのだもん。宮殿み
たいなパレスホテルで優雅な時間を過ごしてみ
るのはいかがでしょう？　⾷事だと敷居が⾼い
と思っている⽅、まずはお茶から始めてみませ
んか？
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パレスホテルでアフタヌーンティーを

第140回

パ

今月のハート 料理
ドリンク
サービス
雰囲気
コスパ

 31 Avenue George V 75008 Paris
 33(0)1 43 21 30 30

https://www.fourseasons.com/fr/paris/dining/ounges/la_galerie/

Le Galerie

A. 宮殿のようなサロンで夢のようなティータイム。

B. ティータイムからロゼシャンパン。

C. 最初にサーブされる温かい料理。豪華！　美味し
い！　最⾼！　という感想しか出てきません。

D. さすがGeorge Vホテルのデザート！ ため息が出
るほど美しい〜。テーブルにいっぱいのデザートで⼼
も胃袋も満たされます。

　マルセイユに住む友人が「まずはここ」とおス
スメしてくれたのは、ノートルダム・ド・ラ・
ギャルド・バジリカ聖堂（Basilique Notre-
Dame de la Garde）。マルセイユの丘の上に

A. ものすごい風でみんなの帽
子が飛ばされていました。

B. 人物の絵より船の絵の方が 
多い！

C. あまり人気がないのも伝統
菓子あるある……。

D. 急な坂もスイスイ！ジャング
ルクルーズ気分です。

ある世界遺産の教会です。地図で見ると近いの
だけど、とにかく急坂なので要注意。でも、登
り切った先では街が一望でき、一見の価値あり。
　教会の中はパリのノートルダム大聖堂と似た
ようなもんかな、と思ったら大間違い。黄金のモ
ザイクで埋め尽くされ、縞々のアーチが超独特。
さらに壁にはビッシリと船の絵。さらにさらに、
天井からモビールのように釣り下がるミニチュ
ア船。船乗りさんのための教会でありました。

　お土産屋さんも充実していて、キリスト教関連
のものから、マルセイユ特産品までカバー。マル
セイユ発祥のオリーブオイルとオレンジフラワー
ウォーターを使った菓子、ナベット（Navettes）も
ありました。
　ちなみに大事なトイレ！　ありましたよ！　
1€をクレジットカードで支払い、自動改札を通
過してトイレに入るという、突然のハイテク仕
様。有難い。
　帰りは青と白のプチトランで街へ戻れます。
一人4€。ベルトもなけりゃ、出入り口チェック
などないので、急坂を落っこちそうになりなが
ら、気持ちいい風の中、街を通過できます。

マルセイユ編Petit Voyage
編集部おすすめ

仏の大都市でありながら、ニースやカン
ヌなどに比べて日本ではあまり取り上げ

られることがない街、マルセイユ。一体どんな
街なのか、小旅行に行ってみました！

南

東京で知り合った仏人男性に連れ去られ、気が付
けばパリジェンヌとやらに。パリのレストランと生活、
２つのブログを書いてます。
blog  マダム愛の徒然パリ日記	  
http://www.paris777.blog.fc2.com/
blog  マダム愛のアパートの鍵貸します	  
https://www.madameai.com/

writer マダム愛

D



外生活の大変なところは、やはり医療機
関での診療。現地の言葉が話せても、普

段聞きなれない病気名や医療関係の専門用語が
出てきたり、治療に対するアプローチや先生と
患者の接し方も自分の国と違ったりして戸惑う
ことが多い。

湿度が低い国だか
らこそ、広く普及し
た施設なのかもし
れません。暑い時期
にパリにやって来
ることがあったら、
ぜひ体験してみて
下さい～。

ーロッパ大陸に大熱波がやって来て、フ
ランスだけでも約２万人が亡くなったと

もいわれた2003年の夏。僕は運悪くずっとパ
リにいて、我慢に我慢を重ねました。１週間以
上、毎日39℃の日が続き、しかも多湿の上に無
風。フランスはエアコンの装備がない家がほと
んどで、我が家も然り。部屋の中にいるだけで
汗が流れ出てきます。窓を開けると暑いので締
め切り、日光を遮断するためにガラス部分を黒
い布で覆いました。暑くて寝られないし、居て
も立っても居られない。人間の限界を見た気が
します。以降、夏をいかに涼しく過ごすかとい
う工夫をしはじめ、その後はずいぶんと進歩し
ました。ただし、エアコンの普及率は相変わら
ず低い。あくまでも、お金のかからない方法を

編み出すことが最優先、というのがパリジャン・
パリジェンヌ流。
　その大きなヒントとなったのがパリ・プラー
ジュだったはず。シャトレからルーヴル・リヴォ
リにかけてのセーヌ河岸に砂場やバーがあり、バ
カンス気分が味わえる、レクリエーション施設で
す。もちろん無料。その中には、飲料水配給コー
ナーやミストシャワーも設けられています。
　それ以降、様々な公園や広場にミストシャ
ワーが作られるようになったのでした。 2020
年以降、その数は175 ヶ所にのぼります。皆さ
ん、涼をとることの大切さが身に染みてわかる
ようになったのでしょう。いつしか、通りにも
設置されるようになりました。
　プチ熱波がやって来た今年７月初旬のある日、
いつものようにアリーグル市場＆蚤の市へ行こ
うと思ったら、屋根付きの市場の前の道にミス
トシャワーが設置されていることに気付きまし
た。 2025年には24 ヶ所が新設されたそうで、
その中のひとつだったよう。全身びっしょりに
はなりますが、フランスなのですぐに乾きます。

ルマンディ地方の小さな村、ジヴェル
ニー。

パリから電車で約1時間の場所にあるモネの家
と庭園（Maison et jardins de Claude-Monet）
は、モネが生涯愛したアトリエ兼住居です。
1883年、すでに印象派の中心的画家として、成
功し始めていたモネは、家族と一緒にこの村に
移り住みました。
　産業革命の真っ只中のパリは、人口も増え、騒
音や鉄道の煙に象徴される近代都市の様相を強
めつつあり、多くの印象派の画家たちは、明る
い陽光と静けさを求め移動しました。モネも例
外ではなく、彼が求めたのは、静けさと澄んだ
光、そして自然と共に生きる生活でした。農家

外国での診療

夏の風物詩となりつつある
パリのミストシャワー・サービス
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光と静寂を求めて　 
ジヴェルニーのモネの家

風の古い家を整え、自ら庭を設計し、池や花々
を「生きたアトリエ」として育てあげます。ここ
で彼は約40年を過ごし、睡蓮をはじめとする
数々の傑作を生み出しました。
　モネの家と庭園は、「モネの家」「クロ・ノル
マン（Clos normand／ノルマンディ風の囲い
庭）」「水の庭（Jardin d’eau）」の3つの要素で構
成されています。
　「水の庭」には、セーヌの支流エプト川を引き
込むという大規模な工事を施し、日本風の太鼓
橋を架け、柳、藤棚なども配置。特に睡蓮には
こだわり、様々な種類を集め、連作を描くため
に睡蓮が動かないよう配置にもこだわって植え
たと言われています。そして、時間を変え季節
を変え、何度も何度も描き、移りゆく光や空気
を捉えたのです。
　モネにとって、芸術と自然は、生活そのもの

海

ヨ

Maison et jardins de Claude-Monet 
モネの家と庭園 

ジヴェルニー

とびこめ！ ミュゼのとびら
今更聞けないフレンチアート

日本リラ散歩
仏人添乗員リラの

アレコレ、パリコレ、ナンダコレ〜アレコレ、パリコレ、ナンダコレ〜
トモクンの

で、この庭
は、彼自身
が構想した

「芸術作品」
で も あ り、
後年の大作

《睡蓮》連作
へと至る原点となりました。
　これからは秋の花で満たされます。 9月はダ
リアとナスタチウム。 10月はルドベキア、ク
フェア、ユリオプスなど。しだれ柳は黄橙色に
色づき、モミジバフウは燃えるような赤に染ま
ります。
庭園の開園期間：4月1日～ 11月1日

　10年ぐらい前に東京に留学していた時、人生
で初めて婦人科に行って内診を受けた。もうあ
る程度日本語はできていたが、もちろん今より
まだ苦労していた時期。フランスでの経験もな
かったのでそもそも何をされるかも分からない
し、日本語と英語が混ざった説明で分からず、不
安しかなかった。しかも日本の婦人科では、診
察台がカーテンで仕切られていて、先生が何を
やっているのかが見えない。自分で経験したこ
とがないけどフランスも含め海外はカーテンが
ないみたい。その後、会社の健康診断で婦人科
の内診を受ける機会が数回あったが、あのカー
テンに対する気持ちは未だに複雑だ。お互いの
表情が見られないし、こちらからも話しかけづ
らい。周りのフランス人の友達と話してもみん
なあのカーテンを嫌がっているけど、日本でも
今はカーテンを使わない、あるいはなくしてい
るところもあるようだ。
　また最近、歯に問題が出てきて新しい歯科医
院に通い始めた。婦人科の内診と同じく、歯医
者でも今どういう状況になっているか、何をさ

れているかが分からないまま治療されるのがい
やで、ちゃんとコミュニケーションが取れると
ころを探していた。見つけた歯科医院は今のと
ころ丁寧で、歯医者に対する恐怖心は少し軽減
された。この前歯の治療をしてもらったが、ま
ずふかふかの椅子を倒し、目にタオルをかけて
もらって、首にもタオルをセット。ここまでは
美容室で髪の毛を洗ってもらう時と同じ体勢。
フランスは顔にタオルをかぶせてもらったこと
がないね。対応してくれたスタッフも優しかっ
たし、なんだかリラックスできた。まだまだ治
療が続くけど、医者選びは母国でも外国でも大
変なので、ひとまず安心だ。

トモクンという名の45歳。在仏27年。ファッション
ジャーナリスト（業歴17年）は仮の姿で、本当はただ
の廃品回収業（業歴５年）。詳しくはブログ『友くん
のパリ蚤の市散歩』にて。
blog  友くんのパリ蚤の市散歩	  
http://tomos.exblog.jp

仏語教師の傍、仏文学朗読ラジオ「Lecture de 
l’après-midi」の構成とナレーションを担当。美術史
＆日本史ラブ。日仏の文学からアートまで深堀りす
る日々 。

HP  https://note.com/tabichajikan/m/md750819c9bc7

writer 妹尾優子

東京で翻訳者としても活躍する30歳のフランス人
女子。持続可能な社会の実現に向けての活動もす
る。趣味は編み物とベランダの植物の世話。

writer リラ

writer トモクン

使い始めた 
便利な歯ブラシ
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編集後記

 本当に話せる⼒を
ここで 

フランス語会話学校

エコールサンパ

表参道・阿佐ヶ⾕・⾃由ヶ丘・オンライン

03-3337-7933 /  info@ecolesympa.com

ューヨーク2回目の夏、蒙古襲来ならぬ、蒙
虫襲来じゃー！見たことのない虫が台所

付近に大量発生しました。アリよりも細長くて、
2、3ミリの羽のない虫。こちとらパリでは南京虫
が発生して最初に住んだアパルトマンを引っ越
した経験がありますから。人間が虫に対して無力
であることは痛いほど知っております。あの時は
駆除業者に7万円取られたのに、結局虫はステイ。
退去したのでしたが、今回はどうなることか。
ニューヨーク価格が怖くて震える〜。虫に最初に
気づいたのはお嬢でした。学校に持って行った保
冷ランチバックに虫が3匹いたと。プエルトリコ
人の屈強なお友達が退治してくれたものの、大騒
ぎしたらしい。その数日前にセントラルパークに
持って行ったから、くっついちゃったのかな？な
んて呑気な考察をしていた、数日後。米を研いで
いたら、数匹の虫が研ぎ汁でプカプカスイミン
グ、真夏のジャンボリー！ネットで調べると、「米
にいる虫は数匹くらいなら食べても大丈夫」ゴマ
みたいだから平気ってわけにはいかないんです
けど。とりあえず米びつに入っていたお米は廃
棄。その後も、食器棚のお皿の上を歩いていたり、
コップの水に浮いていたり、頻繁に出くわすよう
になり、スーパーで買ったアリの巣コロリ的な薬
剤も置いて衰え知らずの元気いっぱいで、活動範
囲を広げてらっしゃる。
　これは素人が敵う相手ではない、神風を呼ぶ時

が来た。マンションの管理人さんに写真付きで助
けを求めてみたところ、すぐに「ターミネーター
を行かせる」ターミネーター !? 自分の人生にター
ミネーターが関わるなんて……アメリカに来て
良かったかも……。
　3日後くらいにやってきたターミネーターは虫
を見るなり「コイツらはアメリカ国外から来てい
る。グレインビートル(grain beetle)だ。」名前カッ
コいい！　複数いるからグレインビートルズ！
　ターミネーターは息をするようにビシビシ指
で退治しながら「巣があるはずだから探す」と、台
所付近のいろんなものを取り上げては下ろし、を
繰り返して「見つけた！」と取り上げたのは棚の
奥にあったチャイの素。ニューヨークのインド人
街、マレーヒルで買った、インスタントチャイの
粉でした。未開封だったはずなのに、袋の中で
いっぱいのグレインビートルがお祭り状態。棚の
中からいろんなところへ新天地を求め、探検して
いたところに出くわしていたようです。グレイン
ビートルは、小麦粉とか米が好きと言うことでし
たが、うちでは子ども達のお菓子ストックにも住
み込んでいた。全部捨てようとすると、「そこま
でする必要はない。俺なら食べる」って言ってい
たけど、さっきそこらじゅうに何やら薬品散布し
てたような……。「ターミネーターだから殺虫剤
くらい食べられるよね」と言ったら若旦那が「エ
クスターミネーター（根絶させる人、駆除させる）
だよ。ターミネーター（暗殺者）じゃないよ」シュ
ワじゃなかったのかー。なんかガッカリ。
　その後も、ちらほらグレインビートルが我が家
を散歩しているのを目撃。虫'll be back?? ちな
みに料金は無料。死ぬほど高いマンションの賃料
に含まれている模様。いいんだか悪いんだか。

恐怖！虫襲来にターミネーター現る！

第18回
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ニ

パリジェンヌからニューヨーカーへ

アラフォー女・怒涛の365日戦争

編集長

バカンス万歳！
カンス大国フランスの夏。我が家も毎年 
8月は仏全土にあるバカンス専用の家を借

ります。今年はブルターニュ。もちろんリリちゃ
んも一緒。生後半年から国内旅行には必ず一緒
に行くので慣れたもの。今や立派なバカンス猫で
す(笑)。1ヶ月のバカンスでは特に何をするわけ
でもなく、マルシェに行き新鮮なご当地食材を料
理したり、海で泳いで浜辺で昼寝、夕方にはカフェ
のテラスでのんびりアペロ。こんな日々を過ごし
たら仕事復帰が辛い？いえ、逆にバカンス後は完
全リフレッシュして仕事のモチベが沸々と湧き上
がってくるのです！人生に必要な余裕はバカンス
にあり。 Vive les Vacances!（バカンス万歳！）

バ

パリにゃん通信

パリに暮らす猫パリにゃん・リリちゃんと 
ゴキゲン指揮者キョーリのほのぼの生活

巻頭フォトの1行キャプショ
ンは編集部で毎月ひねり出
しています。今回はロート
レックさんの名言を拝借。さ
らっとした一言ですが、実は
味わい深いもののようです。
意味はご自身で調べてみて
くださいね！（編集Y）

編集後記

19世紀ヨーロッパなどでは、
日焼けした肌は労働者のしる
しとされていた。 20世紀に入
りバカンスが大衆化していく
と「余暇を楽しめる豊かさ」と
いうある種のステータスに変
わったとか。 21世紀は皮膚癌
に注意ですね。（AD. F）

Á bientôt!

ラジオ局を辞め、夫の留学についてパリへ。帰国後、
日仏文化交流のための NOISETTEを設立。 2022
年で設立10周年。 2024年春よりNY在住。
HP  https://note.com/noisettepress	  
podcast  https://podcasters.spotify.com/pod/

show/cafenoisette

writer 吉野亜衣子

日仏混合アマチュア合唱団「パリア・ブリコ合唱団」
を主宰する指揮者。パリで猫のリリちゃんと旦那様
と「今を生きる」をモットーに暮らしています。

Instagram  @abricotp

writer 押田杏
きょうり

里

夏休みに行ったマルタ共
和国▼︎

▲気持ち悪さが少ない写
真。反対側は大変なことに。

バカンス中はママの鞄がリ
リちゃんベッドになります。

ブルターニュの友人宅でお
庭ランチ。


